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そして、60歳からの挑戦
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社名

富士重工業株式会社
（英訳名：Fuji Heavy Industries Ltd.）創立

1953年（昭和28年）7月15日

主な事業内容
【スバル自動車部門】
軽自動車、小型自動車、普通自動車ならびにその部品の製造、修理および販売

【航空宇宙カンパニー】
航空機、宇宙関連機器ならびにその部品の製造、販売および修理

中島飛行機（創業：1917年（大正6年5月））

2



3

社名

富士重工業株式会社
（英訳名：Fuji Heavy Industries Ltd.）創立

1953年（昭和28年）7月15日

主な事業内容
【スバル自動車部門】
軽自動車、小型自動車、普通自動車ならびにその部品の製造、修理および販売

【航空宇宙カンパニー】
航空機、宇宙関連機器ならびにその部品の製造、販売および修理

中島飛行機（創業：1917年（大正6年5月））

3

2017年4月1日付
(1917年創設の中島飛行機研究所から100周年)

株式会社 SUBARU                                                          
(英文表記：SUBARU CORPORATION）
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中島飛行機
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人を中心に据えたクルマ造り

先ず人を乗せてクルマを開発

１９５８年
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水平対向エンジン＋ＡＷＤ

スバルＡＷＤ ４９年
１９６６年 ＦＦ１０００

スバルは家族を乗せる広い室内空間のために

水平対向エンジンを選択した！

ＡＷＤ化は、縦置きのレイアウトを持つ

我々にとっては必然であった！

１９７２年 レオーネ４ＷＤ
エステートバン
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スバルらしさ

“新しい価値の提案”
目指すブランド像

「安心」と「愉しさ」のトップブランド、
オンリーワン商品群をもつメーカー

1960 1970 1980 1990 2000 2010

「移動の自由」
水平対向AWDの誕生！

★レオーネ昭和５１年排ガス規制クリア（ ‘75)

★アルシオーネＳＶＸ（ ’91）

７シーターＧＴ

★5th レガシィ発売( ’09)

★エクシーガ誕生( ’08 )

★フォレスター発売( ’97 )

★インプレッサWRCチャンピオン( ’95 )

★グランドワゴン( ’95 )

★レガシィ誕生( ’89 )

★ツーリングワゴン発売( ’81 )

★レオーネ４WDエステートバン( ’72 )

★SUBARU1000発売( ’66 )

環境と走りを
高次元で両立

クロスオーバー
カテゴリを創出

ワゴンでスキー、
アウトドアブームを牽引

生活に乗用車、家族で旅行、
３C時代。室内広さのため
FF+水平対向の選択

★SUBARU360発売( ’58 )

レガシィ１０万キロ速度記録達成

ラリーでの好成績

7～2021年
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ASCENT（アセント）

http://www.subaru.jp/brz/brz/
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スバルの目指す究極の目標

「自動車事故をゼロにすること」
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注力4分野

安全思想 注力４分野

10

スバルの安全思想
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事故を起こしにくい基本構造

初代サンバーのカタログで
うたった視界性能

スバル３６０の広い視界

安全ベルト取付装置
２スピードワイパー
照射角可変ヘッドライト

０次安全



シンメトリカルＡＷＤの基本性能の高さに加え、
さらに安全性を高めるシャシー制御技術

★小型系全車種ＶＤＣ装着

★新制御ＶＤＣ、現行レガシィ搭載(’09)

★世界初 路面μ感応ＶＴＤ搭載(’98)

★乗用４ＷＤの開発に成功(’71)

★初代レオーネ４ＷＤエステートバン発売(’72)

★日本初の４ＷＤ・ＡＴ発売(’81)

★フルタイム４ＷＤ車発売(’86)

★国産車初左右独立制御ＴＣＳ(’93) 

★レガシィＧＴ-ＶＤＣ発売(’98)

★ＶＤＣのプレビュー制御採用(’01)

★国産車で初めてＡＷＤ車にＡＢＳを装着(’87) 

★初代レガシィ ４センサー、４チャンネルＡＢＳ搭載(’89) 

ドライバーの回避行動をサポート

★アイサイトの展開

121960 1970 1980 1990 2000 2010 （年代）

アクティブ
セーフティ
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万が一のとき、乗員・歩行者を守るクルマづくり

安全を最優先に１９６５年から磨き続ける衝突安全技術 パッシブ
セーフティ
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万が一のとき、乗員・歩行者を守るクルマづくり
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万が一のとき、乗員・歩行者を守るクルマづくり



インプレッサの評価

「2016–2017 日本カー・オブ・ザ・イヤー」を受賞

第一次選考会で全35台から10ベストカー
が選出。 この中から59名の選考委員に
より日本カー・オブ・ザ・イヤーが決定
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レヴォーグの評価

2020-2021
「日本カー・オブ・ザ・イヤーで大賞を受賞」
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NEWS！

今年の日本カー・オブ・ザ・イヤー（COTY）は、新型レヴォーグに決まった。60人いる選考
委員のうち、26人がレヴォーグに満点を投じ、27人はレヴォーグに2位の点を付けている。

※アイサイトＸ搭載



アイサイト開発の振り返り
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運転支援システム アイサイト

ヒトの眼と同じでなければ、ヒトを救えない。

ステレオカメラからの画像情報を、
3D画像処理エンジンで処理

世界初となるステレオカメラのみで実現

EyeSight 

システムイメージ

必要に応じてブレーキ、
エンジン出力、トランスミッションを制御

各種の情報や警告灯で、
ドライバーに迅速な注意を喚起
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プリクラッシュセーフティ
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スバル独自のステレオ画像認識技術
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ステレオカメラ

近くにあるものはズレが大きく、遠いものはズレが
小さい。この原理で距離を測る。

実際の距離画像

左カメラ
映像

右カメラ
映像

ステレオカメラ



特徴
・歩行者、自転車を、至近距離０ｍまで認識可能
・あらゆる環境下で向上させた認識性能
・認識～車両制御まで全て行う、「一体型センサ」

ステレオカメラ

スバル独自のステレオカメラ
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スポンジを落下させ急停止車両を模擬。
ステレオカメラは物性、形状に関わらず検出可能。

アイサイトの認識能力
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スバルのステレオカメラの誕生

１９８９年 ステレオ法開発

研究テーマはエンジンの
燃焼計測であった．燃焼
室中のガス流動は複雑な
3次元運動をするのに観察
はカメラによるので2次元
である．そこで何とか3次

元で観察できないかと考
えて，思い付いたのが人
間の行なっている立体視，
すなわちステレオカメラで
あった・・・．

元FHI実吉氏（現東工大助
教）

ガス流動の
立体視計測装

置

認識基本回路
ガス流動の

立体視計測装置
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スバル独自のステレオカメラ開発

１９９０年代初期から“変わらないコンセプト”
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１９９０年代初期から“変わらないコンセプト”

スバル独自のステレオカメラ開発
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フロントガラスの両端にフロントガラスの両端に
カメラ設置カメラ設置

（今とは全然場所が違う）（今とは全然場所が違う）

1

今では考えられない程の今では考えられない程の
大きな機材を積んでいた大きな機材を積んでいた

１９９０年代初期から“変わらないコンセプト”

スバル独自のステレオカメラ開発
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初期の画像処理映像 １９９３年

28年前



スバルの運転支援システムの歴史

車載用ステレオカメラの開発開始

ADA (アクティブ・ドライビング・アシスト)を開発・実用化

『アイサイト(ver.2)』を発表

『アイサイトver.3』

世界初

2010年 アイサイト (ver.2)

2008年 アイサイト

1999年 ADA

ADA 改良型を発表

「ステレオカメラ＋ミリ波レーダー」採用

SIレーダークルーズコントロール発表

「レーザーレーダー」採用

次世代ADA=「EyeSight(アイサイト)」を発

表 ステレオカメラのみで各種機能実現世界初

３０年間にわたって、運転支援システムを開発

ステレオカメラ

1989年
1999年

2003年
2006年

2008年
2010年
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2014年～

2014年

2017年
ｱｲｻｲﾄ ﾂｰﾘﾝｸﾞ
ｱｼｽﾄ

2020年
アイサイトＸ



ステレオカメラ画像のカラー化

アイサイト 認識技術

カラー化、広角化により、さらに多くの対象物を複数同時に認識する。

30

Pedestrians

(1 m or taller)

Passenger Vehicles

Motorcyclists
& Cyclists

Brake lights

FHI CONFIDENTIAL SJ4BT-16-M-0009



アイサイトの評価
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国内でアイサイトがヒット
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FHI CONFIDENTIAL SJ4BT-16-M-0009

ぶつからないクルマ？
アイサイト発売

装着率

販売台数



■日本に2010/5、アイサイト”ぶつからないクルマ？“発売
■豪州には、2011/12～、
米国には、2012/3～、
欧州には、2014/11～、アイサイトを市場導入してきた。

■現在、全世界に販売中！（アイサイト開国）

その後、グローバル展開

33

既販エリア

投入予定エリア

中南米地域

中国

ロシア

ASEAN地域

中東地域



国内アイサイト 最新データ（2021/03/26）
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FHI CONFIDENTIAL SJ4BT-16-M-0009

国内累計 824､373台
世界累計 3､100､000台
装着率92%

2016 2017 2018 2019（年）



アイサイトの優位性 ～自動ブレーキは同じではない

35

実環境模擬コース（当社）

システム NCAP試験
相当コース

スバル 実環境模擬コース

50km/h 30km/h 40km/h 50km/h 60km/h

①ステレオカメラ（距離＆対象物判別）
アイサイト方式 ◯ 100% ◯ 100% ◯ 100% ◯ 100% ◯ 100%

②ミリ波レーダー（距離＆対象物判別）
◯ 100% ✕ 64 ✕36% ✕56% ✕86%

③ミリ波レーダー（距離）＋ステレオ
カメラ

（対象物判別）
◯ 100% ◯ 100% ◯ 100% ✕43% ✕ 0%

※社内データ

・他社の自動ブレーキの中には、実環境下や実環境を模擬したコースでは

働かないモノもある。

・スバルは高い安全性を追求するため、実環境を模擬した設備と実路走行

による検証を繰り返し、お客様の安全を守る独自の取り組みをしている。

NCAP試験相当ｺｰｽ（当社）
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アイサイトの優位性 ～自動ブレーキは同じではない

・アイサイトは停止からクリープで発進した時などのコツン事故も防げる。

・他システムの殆どは4～5km/h以下では作動しない。

（ミリ波レーダーの近距離の検知性能が劣るため）

車種 センサー方式 性能保証下限速度（取扱説明書より抜粋） 備考

1km/h〜 3km/h〜 5km/h〜 7km/h〜 9km/h〜 11km/h〜

アイサイト（ver.3） ・ステレオカメラ

国内A車 ・ミリ波
・単眼カメラ

国内B車 ・ミリ波
・単眼カメラ

※上級グレードのみ
オプション設定

国内C車 ・ミリ波
・単眼カメラ

国内D車
・ミリ波
・近距離レーザー
・単眼カメラ

欧州E車 ・ミリ波
・単眼カメラ

欧州F車
・中長距離ミリ波
・近距離ミリ波
・ステレオカメラ

欧州G車
・ミリ波
・単眼カメラ
・近距離レーザー

車種 センサー方式 性能保証下限速度（取扱説明書より抜粋） 備考

1km/h〜 3km/h〜 5km/h〜 7km/h〜 9km/h〜 11km/h〜

アイサイト（ver.3） ・ステレオカメラ

国内A車 ・ミリ波
・単眼カメラ

国内B車 ・ミリ波
・単眼カメラ

※上級グレードのみ
オプション設定

国内C車 ・ミリ波
・単眼カメラ

国内D車
・ミリ波
・近距離レーザー
・単眼カメラ

欧州E車 ・ミリ波
・単眼カメラ

欧州F車
・中長距離ミリ波
・近距離ミリ波
・ステレオカメラ

欧州G車
・ミリ波
・単眼カメラ
・近距離レーザー

※自社調べ

× ○

△※ ○

× ○

× ○

× ○

× ○

× ○

○



◆交通事故総合分析センター(ITARDA)のデータをもとに、平成22年～25年に販売された
アイサイトVer.2の装備が可能な車両のうち、平成23年～26年の4年間に発生した事故データ
から独自算出したもの。事故件数は２,２３４件。

◆アイサイト有無での1万台当たりの人身事故件数（4年間）を算出。
対象台数は、アイサイトVer.2有が246,139台、無しが48,085台。

※交通事故総合分析センター(ITARDA)のデータに基づく
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アイサイトの事故低減効果 ～自動ブレーキは同じではない

人身事故全体で事故率約6割低減

アイサイト（ver.2）有無での
人身事故率比較（1万台当たり）

アイサイト無し アイサイト有り

1
万
台
あ
た
り
の
発
生
件
数
（

4
年
間
）

61%低減

200

0

154.1

60.7
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アイサイトの技術的評価

ＺＥＲＯ ＣＲＡＳＨ ＪＡＰＡＮ
「セーフティー・オブ・ザ・イヤー

２０１０」

２０１０～２０１１
日本自動車殿堂
カーテクノロジー
オブザイヤー

第２回ＡＴＴＴアワード(2011)

先進安全・環境技術部門
「自動車通信技術賞」

２０１１ ＲＪＣ
テクノロジー・オブ・ザ・イヤー

2011年自動車技術会
技術開発賞

2012年文部科学大臣表彰
科学技術賞

GOOD DESIGN 

BEST 金賞＆
BEST100 受賞

2015.10.30

第6回
技術経営・イノベーション賞
科学技術と経済の会会長賞

2018年2月13日



ぶつからない？技術の進化

＆ 運転支援⇒自動運転へ

39



自動運転投入計画

スバルは「アイサイト」で実証された
安全性能と信頼性をさらに進化させ、自動運転を実現する。

2020年

車線変更も含めた

高速道路自動運転へ イメージイメージ

2017年

自動車専用道路の

同一車線上において

レーンをキープする

渋滞追従機能を実現

スバルの高度運転支援技術

40
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2020年10月15日発売！



さらに技術レベルを進化させて、究極安全を目指す

・より複雑な実環境に対応するため技術レベルを進化
（自動車⇒人／自転車、直進路⇒交差点）

・結果として、NCAPやIIHSの評価でもトップクラス堅持

42

ぶつからない安全技術をまず高める。

イメージ

現在のアイサイト 2020年 202X年

追 突

歩行者

自転車

交差点での衝突を防ぐ
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その上でサポート領域を広げてゆく

地図
ロケータ

アイサイト
ステレオカメラ

レーダー レーダー

デジタルマップ
ＧＰＳ

イメージ

※ 2015年5月8日、2016年3月7日 公表2020年

アイサイト（ステレオカメラ）にミニマムなデバイスを追加
し、自動車線変更機能などを実現



開発段階のアイサイトＸ
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先行開発 （雪上ＩＴＳ）
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新型レヴォーグ アイサイトＸ

井ノ原さん

ついに実現！



ゲート
ウエイ

ミリ波
レーダ

カメラ

超音波
ソナー

②ADAS
ECU

クラウド

サーバー

車車間/路車間通信、
アプリダウンロードetc.

③通信
ユニット

セキュリティ

高精度GPS
＋補正信号

GPS

ハッキング

テレマティックなど

高速半導体

人工知能／学習
アルゴリズム

ＯＴＡ

横断的な機能連携／高品質な開発の土台

①EV、HEV
Ｅ/Ｇ、Ｔ/Ｍ

電源の冗長性

自動運転対応で必須

電動ブレーキ 、
電動ステア制御

地図
ロケータ

人とクルマの対話

クルマの大変革に向けて⇒ＭＢＳＥの活用

2020年以降の大きな変革は、
①電動車、
②自動運転、ADAS
③コネクティブ

もっと安心、もっと愉しく

周囲カメラ・
Lidar
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Ｖプロセス⇒Shift Left
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車両制御
システム設計

ECU開発

実車検証

コーディング

単体検証

企画

車両システム
要求仕様書

統合システム検証

制御要求
仕様書

制御仕様

サブシステム
制御設計

開発期間の短縮/
開発投資の抑制

生まれ品質の見極め
価値創造環境の

提供
モノつくり前の検証

シミュレーション

ラピッドプロトタイピング

実ECUの
走行状態の再現

制御開発管理基盤
Shift Left



デジタルツインの試み “IVX-D”

49

CAN-bus

シミュレーション

実車のECU

ヘッドランプ
スイブル

BIU
オートドアロックEPS制御

VDC
車輪速演算

EGI
アクセル開度

EyeSight
TCU

IVX-D（Intelligent Vehicle X-D）ⅮはDigital Twin、電子ベンチの意味

EGI

https://www.google.co.jp/url?sa=i&url=https://assets.vector.com/cms/content/products/vtsystem/Docs/VT_System_Product_Information_JP.pdf&psig=AOvVaw2lSpK4H-s7vBQ4Gaw6JMTW&ust=1611110030144000&source=images&cd=vfe&ved=2ahUKEwjlsMzZ-qbuAhUJxGEKHWH-DgIQjRx6BAgAEAc


デジタルツインの試み “IVX-D”

50

60歳からのモデルベース開発！
“ゼロからくみ上げたＤＩＬＳ（ドライバインザループ）環境”

MathWorksさんを初めとする、５社のオールジャパンで実現。
※年齢ではなく、熱意とチームワーク！

RoadRunnerによるシーン作成と

MATLABによるシナリオ作成

Simulinkによる

ドライビングシミュレーション環境構築
• 車両運動モデル

• 車線逸脱防止支援システム

• 歩行者飛び出し検知

活用したMathWorks製品

• MATLAB/Simulink

• Automated Driving Toolbox

• RoadRunner

Unreal Engineと連携して

シミュレーションを実行



デジタルツインの試み “IVX-D”

51

IVX-D：（Intelligent Vehicle X-D）ⅮはDigital Twin、電子ベンチの意味

MathWorks製のsimulink⇒RoadRunner⇒UnrealEngine（UE4）を駆使し、
ＤＩＬＳ（ドライバインザループ）を構成
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IVX-D：（Intelligent Vehicle X-D）ⅮはDigital Twin、電子ベンチの意味

MathWorks製のsimulink⇒RoadRunner⇒UnrealEngine（UE4）を駆使し、
ＤＩＬＳ（ドライバインザループ）を構成



“人を中心に据えたクルマ造り”

“技術的に正しい開発を行う”

・基本レイアウトへのこだわり （予防安全性能）

・人の眼と同じでないと人を救えない （アイサイト）

・航空機エンジニアのＤＮＡ （落ちたら命にかかわる）

・乗員も、歩行者もすべてに安全を

（オールアラウンドセイフティ）

スバルエンジニアの魂
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枠をはめたらスバルじゃない！
Confidence in Motion

高い志（こころざし）

自分で考える

魂を込めたクルマ造り
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